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平成 22 年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 3 2 6 0 4       2. 研究機関名   大妻女子大学                 

                        

3. 研 究 種 目 名    基盤研究（Ｃ）     4. 研究期間      平 成  22 年 度  ～  平 成  24 年 度 

 

5. 課 題 番 号 2 2 5 3 0 9 2 8

 

6. 研 究 課 題 名  「学校に行かない」子どもの教育権保障をめぐる教育臨床社会学的研究                  

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
サカイ  アキラ 

9 0 2 1 1 9 2 9 
酒井 朗 家政学部  教授 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ホサカ トオル 

3 0 1 7 3 5 7 9 保坂 亨 
千葉大学・教育学部 
 

教授 

キムラ フミカ 
7 0 4 2 4 0 8 3 木村 文香 

江戸川大学・社会学部 
 

講師 

イトウ シゲキ 
7 0 2 5 1 5 6 9 

伊藤 茂樹 駒澤大学・総合教育研究部 教授 

コジマ アキラ 
9 0 3 6 6 9 5 6 

児島 明 鳥取大学・学内共同利用施設等 准教授 

コダマ シゲオ 
4 0 2 9 6 7 6 0 

小玉 重夫 東京大学・教育学研究科 教授 

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究は、長期間にわたり学校に行かないでいる多様なタイプの子どもの問題を、教育権の保障という観点

から統一的に捉えることで、問題理解に再考を迫るとともに、法制度や行政システムを批判的に検討する。日

本には、不登校などの長期欠席の子ども、就学免除・猶予者、外国人の不就学者、高校中退者など、様々な「学

校に行かない子ども」が存在する。しかし、これまではこれらの子どもを統一的に把握できずにきた。また、

各種の問題の共通性と固有性についても整理が必要とされている。こうした分析や議論の整理に基づいて、現

行法制度や行政システムを批判的に検証し、福祉国家における教育行政の在り方を再検討する。 

本年度は下記の２点を明らかにした。(1)学校基本調査はその性格上、学校に行かない子どもの全体量を把

握することが出来ない。外国人不就学者数は同調査では不明である。また、毎年の高校中退者数は報告されて

いるが、最終的に高校教育を修了しないまま成人していく者の数は分からない。アメリカでは、ハイスクール

の中退率と修了率の統計が取られているのとは対照的である。(2)学校に行かない状況に陥るかどうかは、社

会経済的要因に強く規定されている。①不登校については、社会経済的要因に強く規定された脱落型不登校が

一定割合を占めることが伺える。②全日制高校に行けない場合、セーフティネットとしての定時制や通信制、

高等専修学校に通えるかどうかを規定するのも社会経済的要因である。③児童擁護施設の子どもの高校等進学

率は 2004 年現在で 87.7％であり、全国平均と比べ、約 10％の差が存在する。 

今後は高校中退者なども含め、各カテゴリーの学校に行かない子どもの実態を明らかにするとともに、その

出現を規定している要因についてさらに分析を加える。また、彼らを学校につなぎ止めておくために、学校や

自治体に何ができるかを検討し、政策提言を行いたいと考えている。               
 

10. キーワード 
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